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東日本大震災から 8 年 
東日本大震災の発生から8年が経過します。8年前の3月11日14時46分に、

東北地方太平洋沖地震が発生しました。日本周辺における観測史上最大の地震でし

た。被害は大きく、2018 年 3 月 10 日時点で、死者は 15,897 人、行方不明者

は 2,533 人と発表されています。先ほども言いましたが、今日で８年が経ちます。

しかし、今なお約 5 万 2 千人が避難生活を送り、プレハブの仮設住宅でも約３千人

が暮らしている現状があります。しかし、復興が進んでいないわけではありません。

下の写真を見てください。 

東日本大震災 あの時といま 

 

 

 

 

 

 

津波被害からの復旧が進む大船渡市街地（岩手県大船渡市） 

データでみる震災復興のいま｜3.11 企画 - Yahoo! JAPAN 【https://fukko.yahoo.co.jp/graph/】 

また、津波被害を受けた小中学校（現在は高台に移設）の跡地に「釜石鵜住居
うのすまい

復

興スタジアム」が新設され、４年に 1 度開かれるラグビーのワールドカップが今年

9 月、日本で初めて開催されることなりました。ゆっくりではありますが、復興は

進んでいます。しかし、全ての地域で復興が進んでいる訳ではなく、今なお、放射

線量が非常に高いレベルにあることから、バリケードなど物理的な防護措置を実施

し、避難を求めている区域があるのが現状です。 

https://fukko.yahoo.co.jp/graph/


 

【区域区分・原子力発電所名称】 

 帰還困難区域 

 放射線量が非常に高いレベルにあることから、バリケ

ードなど物理的な防護措置を実施し、避難を求めてい

る区域。 

 居住制限区域 

 将来的に住民の方が帰還し、コミュニティを再建する

ことを目指して、除染を計画的に実施するとともに、早

期の復旧が不可欠な基盤施設の復旧を目指す区域。 

 避難指示解除準備区域 

 復旧・復興のための支援策を迅速に実施し、住民の

方が帰還できるための環境整備を目指す区域。  

   避難指示区域の状況 - ふくしま復興ステーション - 福島県【https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/list271-840.html】 

さて、今年度は、避難訓練を３回実施しました。①４月に行われた、緊急地震速

報受信時の対応の仕方。②１月に行われた、地震の後、火災が発生したケースでの

運動場への避難の仕方。③２月に行われた、休み時間に地震が来た時の行動の仕方。

訓練ではありませんが、６月には登校時に地震がありました。２学期には大きな台

風による被害や、クラブ時に緊急地震速報が鳴りました。このように、地震や災害

の事を多く考えた１年になったはずです。しかし、まだまだ考えなければいけない

ことがあります。 

〇震災を体験していない私たちは震災をどう受け止め、どう考えるか。 

実際に地震が来た時に、その後に起こる２次災害やそれからの生活の事も考えな

ければいけない。東日本大震災では犠牲者
ぎ せ い し ゃ

の死因
し い ん

のほとんどが、津波に巻き込まれ

たことによる水死でした。さらに東日本大震災では避難所の不衛生
ふ え い せ い

や寒さなどが原

因で、避難後に死亡する『震災
し ん さ い

関連死
か ん れ ん し

』も高齢者を中心におきています。この天美

の地域も、近くに大和川があり、水害が起きてもおかしくありません。阪神淡路大

震災の時のように、火災が起きるかもしれません。水害や火災などで大きな被害が

出て、避難所で長く生活を送る日が来た時、皆さんはどうしますか。避難所での生

活でも様々な問題が起きています。1 人に与えられるスペース、食料等も限られて

います。避難所では誰かの指示を待ち、その指示に従うだけでいいのでしょうか。

では、誰が指示を出すのでしょうか。誰が避難所を開設するのでしょうか。家族で

集まる場所を決めていますか。言い出したらきりがありません。この機会に自分で

考え、家族で話してみてください。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/list271-840.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/img/portal/template02/ez20170401.png


もしかしたら、家族や親せきの方に被災された方が二中校区にもおられるかもし

れません。8 年が過ぎ、震災のできごとが薄れていこうとしている中で、私たちが

今をどのように生きていくか、震災をどのように受け止めて生きていくかを考えて

いく必要があると思います。最後に、復興支援チャリティーソングである『花は咲

く』の歌詞をお伝えしますので、歌詞を読み込みながら、どのように生きていくの

かを考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


